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インバウンド化(多言語表記等)を予定していた
が、令和４年度における国の追加配分(訪日外
国人旅行者受入環境整備緊急対策事業補助
金)を活用することになったため、令和５年度
計上額を減額するもの。

ＷＴ3001(八頭号)
車両改修

△1598万円

八頭号八頭号

企画政策課企画政策課

観光列車を活用した観光商品について、アフターコロナにおける催行を確保するため、主に観光シーズンに実施される、ツアーに対する取り組みに支援するもの。

若桜鉄道観光列車ツアー誘客事業
60万円

 観光列車 観光列車

企画政策課企画政策課

維持、修繕部品の高騰を受けながらも、安定

した経営を継続するため、アフターコロナに向

けた観光メニューの実施に対する取り組みを

支援するもの。

若桜鉄道対策事業
若桜鉄道観光需要創出事業

50万円

DL体験運行DL体験運行

企画政策課企画政策課

34603460万円万円
増額増額

総額総額
4141億億23302330万円万円

令和５年度令和５年度
一般会計補正一般会計補正
予算（第２号）予算（第２号）

第４回 ６  月議会定例会第４回 ６  月議会定例会
令和５年6月  13日～ 6月16日

補正項目は一部の掲載となっています

新 規
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第４回

たくみの館管理事業
80万円

土曜縁日・古民家コンサート・かやぶきシアター (映画
上映会)・体験教室・フィールドワーク等を行い来場者
増につなげるもの。

 たくみの館 たくみの館

教育委員会教育委員会

子育て世帯生活支給支援
特別給付金事業

347万円

食費等の物価高騰に直面し、影響を特に受
けている低所得のひとり親子育て世帯に対し、
特別給付金を対象児童一人あたり５万円支給
するもの。

福祉保健課福祉保健課

371371万円追加万円追加
総額総額
4040億億

88718871万円万円

令和5年第3回議会臨時会令和5年第3回議会臨時会（令和５年4月27日）（令和５年4月27日）

令和５年度一般会計補正予算（第１号）令和５年度一般会計補正予算（第１号）

補正項目は一部の掲載となっています

主な事業主な事業 第４回 ６  月議会定例会第４回 ６  月議会定例会
令和５年6月  13日～ 6月16日

新 規
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審議結果一目でわかる

第３回議会臨時会 ４月27日

専
　
決
　
処
　
分

令和4年度若桜町一般会計補正予算（第9号） 可決
472万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、40億5067万円とした。
早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正 可決
地方公務員の定年延長に係る地方公務員改正法の施行に伴い、所要の改正を行うもの。
若桜町道路占用料徴収条例の一部改正 可決
道路法施行令の一部を改正する政令が施行されたことに伴い、条例の一部を改正するもの。

補
正
予
算

令和5年度若桜町一般会計補正予算（第1号） 可決
371万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、40億8871万円とした。

条
　
　
例

若桜町使用料徴収条例の一部改正 可決
若桜町氷ノ山第1・第2テニス場を直営で管理運営するにあたり、所要の改正を行うもの。
氷ノ山高原の宿氷太くんの設置及び管理に関する条例一部改正 可決
若桜町氷ノ山第1・第2テニス場を直営で管理運営するにあたり、所要の改正を行うもの。

そ
　
の
　
他

工事請負契約の締結
可決工　　事　　名　　氷ノ山グラウンド造成工事

契約の相手方　　中一建設株式会社
契　約　金　額　　7436万円
若桜町固定資産評価員の選任 同意
下石（オロジ）裕美さんを選任するもの。

第４回議会定例会 ６月13日～ 16日

専
決
処
分

若桜町税条例の一部改正 可決
地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、条例の一部を改正するもの。
若桜町国民健康保険税条例の一部改正

可決地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行令等の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、
条例の一部を改正するもの。

補
正
予
算

令和5年度若桜町一般会計補正予算（第2号） 可決
3460万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、41億2330万円とした。
令和5年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 可決
259万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、6億7441万円とした。
令和5年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決
財源更正を行い、増減なしで、歳入歳出予算をそれぞれ、3億3400万円とした。
令和5年度若桜町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決
財源更正を行い、増減なしで、歳入歳出予算をそれぞれ、2億600万円とした。

条
　
　
　
　
例

若桜町被災者住宅再建等支援事業助成条例の一部改正 可決
国の被災者生活再建支援法及び鳥取県被災者住宅再建等支援制度の改正に伴い、所要の改正を行うもの。
若桜町税条例の一部改正

可決町条例で定める控除対象特定非営利活動法人に係る指定期間の更新等を行うため、条例の一部を改正す
るもの。
若桜町防災行政無線（同報系及び移動系）施設の設置及び管理運用に関する条例の一部
改正 可決
若桜町防災行政無線（移動系）デジタル化工事の完了に伴い、所要の改正を行うもの。

そ
　
の
　
他

若桜町総合整備計画の変更
可決事業額が予定額を超えるため、𣇃米辺地及び吉川辺地の若桜町総合整備計画を変更するもの。また、事

業額の変更に伴う辺地債予定額を変更するもの。
若桜町過疎地域持続的発展計画の変更

可決地域における情報化事業につき、必要とする経費の財源に過疎債を充てるため、若桜町過疎地域持続的
発展計画の追加を要するもの。
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討論討論 賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案

そ
　
の
　
他

鳥取市と若桜町との一般廃棄物の焼却等に関する事務の委託の廃止
可決鳥取市と若桜町との一般廃棄物の焼却等に関する事務委託を廃止するための協議について、本議会の議

決を求めるもの。
業務委託契約の締結

可決事　　業　　名　　若桜町IRU告知システム等更改業務
契約の相手方　　西日本電信電話株式会社　鳥取支店
契　約　金　額　　１億3640万円
選挙管理委員及び同補充員の選挙

当選選挙管理委員：高木政寛さん、山根慶子さん、杉本義信さん、中尾善登さんを指名推薦するもの。
選挙管理委員補充員：中尾邦博さん、山本勘次郎さん、平家弘之さん、永原由紀子さんを指名推薦するもの。
若桜町農業委員会の委員の任命

同意西本正敏さん、山本義紀さん、藤原重明さん、奈羅尾壽夫さん、伊井野孝一さん、田中圭子さん、杉本
一歳さん、津村光明さん、山根巌さん、小林正樹さんを任命するもの。
若桜町固定資産評価審査委員会の委員の選任 同意
戸井　茂さんを選任するもの。

陳
情
・
請
願

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2024年度政府
予算に係る意見書採択の陳情

委員会審査結果
不採択 不採択

地方財政の充実・強化を求める陳情 委員会審査結果
採択 採択

一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう政府に求める請願 委員会審査結果
不採択 不採択

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を行うよう政府に求める
請願

委員会審査結果
不採択 不採択

議
員
提

出
議
案

若桜町議会議員の定数を定める条例の一部改正 可決
地方財政の充実・強化を求める意見書 可決

氏　　　　名
谷
口
　
貴

森
田
二
郎

梶
原
　
明

山
本
安
雄

山
本
晴
隆

川
上
　
守

中
尾
理
明

小
林
　
誠

山
根
政
彦

結
　
　
果

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはか
るための、2024年度政府予算に係る意見書採
択の陳情

× 〇 × 〇 × × 〇 × 議 不採択

陳情

 原案賛成　中尾理明
　GIGAスクール構想のもと、IT技術の活用に不慣
れな教員のフォローなどの体制充実が求められてい
ます。さまざまな教育環境の変化に対し、子どもた
ちの教育の主体者である教職員の定数改善が必要不
可欠です。よって、原案に対し賛成します。

第４回議会定例会 ６月13日～ 16日
原案に対して
「〇」賛成、「×」反対
「議」議長（採決は議長を除く）

 原案賛成　森田二郎
　フィンランドが学力世界1位となった要因は、少
人数学習等のきめ細やかな個人への支援にある。趣
旨にある少人数学級や教職員の処遇改善、必要な定
数加配配置の実現は、中学生・高校生の学力向上に
直結する課題であるため、原案に対し賛成します。

原案に対して原案に対して

6ページへ続く
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請願

 原案賛成　中尾理明　　
　法務省令和４年３月の調査によると、「選択的夫婦別姓導入を求める意見」が42.5％、「旧姓の通称の法制度
創設を求める意見」が24.4％、合計で66.9％が現行法改正を求めています。この請願は、国民の多様な生き方・
社会生活に対する時代の要請と考え、原案に対し賛成します。

 原案賛成　　川上　守
　現在、１人欠員の９人で議会運営を行う現状があ
ります。２委員会が議員数同数で設置できない状況
で、現在１委員会にしていますが、委員会による協
議や審議は、効率よく行われていると考えています。
議会内の考え方として、議員数を減らすことに大き
な問題があるとは考えていません。住民の方からも、
いろいろな意見があるのも承知をしていますが、議
員へのなり手不足がある中、また、無投票選挙が行
われたこと、委員会構成等、今の状況下では、議員
数を減らすことが最善と考えるため、原案に対し賛
成します。

氏　　　　名
谷
口
　
貴

森
田
二
郎

梶
原
　
明

山
本
安
雄

山
本
晴
隆

川
上
　
守

中
尾
理
明

小
林
　
誠

山
根
政
彦

結
　
　
果

一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう
政府に求める請願 × 〇 × × × × 〇 × 議 不採択

氏　　　　名
谷
口
　
貴

森
田
二
郎

梶
原
　
明

山
本
安
雄

山
本
晴
隆

川
上
　
守

中
尾
理
明

小
林
　
誠

山
根
政
彦

結
　
　
果

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批
准を行うよう政府に求める請願 × 〇 × 〇 × × 〇 × 議 不採択

 原案賛成　中尾理明
　この議定書は、締約国の個人または団体の申し立
てに対し、実効性を高めるものです。国連は、日本
に再三にわたり批准を勧告し、「第5次男女共同参画
基本計画」についても検討推進を明記しており、批
准が急がれるため、原案に対し賛成します。

 原案賛成　森田二郎
　日本では一般社会において、まだまだ女性の個性
や能力が正当に評価されていません。女性の管理職
等への登用は低いままです。性別に関係なく個人の
能力が様々な分野で発揮、評価される事は社会の発
展に繋がります。古い制度の見直しが急がれると考
えるため、原案に対し賛成します。

氏　　　　名
谷
口
　
貴

森
田
二
郎

梶
原
　
明

山
本
安
雄

山
本
晴
隆

川
上
　
守

中
尾
理
明

小
林
　
誠

山
根
政
彦

結
　
　
果

若桜町議会議員の定数を定める条例の一部改
正 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 議 可決

 原案反対　中尾理明
　議会は、町民の多様な意見を町政に反映させる役
目があり、人口が減少しようとも、民意反映のため
の定数確保が必要です。また、24名の町民から寄
せられた意見を検討することもなく、定数を削減す
る原案に対し反対します。

 原案反対　山本安雄
　議会活動を活発に行えば議員のなり手不足は解消
できます。財政は増加傾向にあり、地方創生、コロ
ナウイルス感染症、マイナンバーなど新たな課題は
増加しています。二元代表制として町民の付託に応
えるため、削減の原案に対し反対します。

5ページの続き
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令和5年度「議員座談会」開催日程（案）

期　日 開始
予定時間

対象集落名等
（予定会場）

10 ／ 10（火） 19：00 新町
（新町公民館）

山田町
（山田町公民館）

上町
（上町公民館）

10 ／ 12（木） 19：00 中町
（中町公民館）

下町
（下町公民館）

西町
（西町公民館）

10 ／ 16（月） 19：00 農人町
（農人町公民館）

三倉
（三倉公民館）

上高野
（上高野公民館）

10 ／ 17（火） 19：00 若葉団地
（若葉団地集会所）

浅井
（浅井公民館）

高野
（老人憩いの家）

10 ／ 19（木） 19：00 屋堂羅・口屋堂羅
（屋堂羅相撲館）

寺所・馬場
（馬場公民館）

あかまつ団地
（あかまつ団地公民館）

10 ／ 20（金） 19：00 内町
（内町公民館）

赤松
（赤松公民館）

来見野
（来見野公民館）

10 ／ 23（月） 19：00 諸鹿
（諸鹿公民館）

香田
（香田公民館）

長砂
（長砂公民館）

10 ／ 26（木） 19：00 湯原
（湯原公民館）

渕見・茗荷谷
（渕見公民館）

𣇃米
（𣇃米公民館）

10 ／ 27（金） 19：00 大炊
（大炊公民館）

岸野
（岸野公民館）

糸白見
（糸白見公民館）

10 ／ 30（月） 19：00 根安
（根安公民館）

須澄
（須澄公民館）

岩屋堂
（岩屋堂公民館）

10 ／ 31（火） 19：00 吉川
（寄来屋）

栃原
（栃原公民館）

中原
（中原公民館）

11 ／ 2（木） 19：00 加地
（加地公民館）

大野
（大野公民館）

小船・久曽木
（小船公民館）

11 ／ 6（月） 19：00 落折
（落折公民館） 予備 予備

出席予定議員

（1班）
川上　　守
山本　安雄
梶原　　明

（2班）
小林　　誠
山本　晴隆
谷口　　貴

（3班）
中尾　理明
山根　政彦
森田　二郎

本年度も議会の取組や活動内容をお知らせします。
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償
還
払
い
）
の
支
給
と
い

う
事
前
通
知
を
す
る
制
度

に
変
わ
り
ま
す
。
本
町
が
、

今
ま
で
対
応
し
て
い
た
短

期
保
険
証
の
方
々
に
対
し

て
は
、
ま
だ
、
国
の
明
確

な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
国
の
方
針

を
見
極
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Q　

昨
年
12
月
定
例
会
で
、

東
部
町
長
会
の
県
に
よ
る

騒
音
測
定
器
設
置
に
つ
い

て
、
県
町
村
会
の
県
要
望

か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
等
の

質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
町
と
県
の
取
組
を
お

聞
き
し
ま
す
。

A　
（
町
長
）
騒
音
測
定

器
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

実
態
を
正
確
に
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
国
の

責
務
と
し
て
騒
音
測
定
器

を
設
置
す
る
よ
う
鳥
取
県

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

誤
交
付
に
つ
い
て
は
、
一

部
の
メ
ー
カ
ー
を
利
用
し

て
い
る
自
治
体
の
問
題
で

あ
り
、
本
町
は
そ
の
メ
ー

カ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
せ

ん
。
委
託
事
業
者
に
、
誤

発
行
が
生
じ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
な
い
こ
と
も
確
認

し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、

職
員
が
手
続
き
に

来
ら
れ
た
方
に
対

し
て
、
余
裕
を
持
っ

た
対
応
に
努
め
た

こ
と
も
あ
り
、
現

時
点
で
確
認
で
き

る
範
囲
で
、
町
民

の
方
か
ら
問
題
は

届
い
て
い
ま
せ
ん
。
今
回

の
問
題
の
是
正
、
信
頼
回

復
は
、
政
府
の
責
務
で
す
。

再
発
防
止
を
急
ぐ
べ
き
で

す
。

　

Q　

２
０
２
４
年
、
来
年

秋
以
降
に
紙
の
健
康
保
険

証
は
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
体
化

さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ド
未
取

得
者
は
、
毎
年
度
資
格

確
認
書
を
申
請
に
よ
り
受

領
し
、
受
診
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
、
生
活
困

窮
等
の
理
由
で
、
納
税
計

画
に
応
じ
た
、
短
期
保
険

証
が
発
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
世
帯
に
対
し
て

も
、
資
格
確
認
書
を
発
行

す
る
の
が
筋
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

A　
（
町
長
）
新
法
に
よ

り
、
１
年
以
上
の
滞
納
が

あ
る
世
帯
に
対
し
、
資
格

証
明
書
で
は
な
く
、
特
別

療
養
費
（
窓
口
全
額
負
担
・

低空飛行訓練

国
の
動
向
に

期
待
す
る

騒
音
測
定
器
設
置

の
取
組
は

Q　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
入
力
ミ
ス
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
、
デ
ー
タ
漏
え
い
が

相
次
ぎ
、
利
用
の
リ
ス
ク

が
表
面
化
し
ま
し
た
が
、

町
民
に
関
係
す
る
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

A　
（
町
長
）
健
康
保
険

証
の
誤
登
録
に
つ
い
て
は
、

保
険
者
に
よ
る
被
保
険
者

の
情
報
入
力
の
誤
り
に
よ

る
も
の
で
、
住
民
の
方
か

ら
の
声
は
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
で
の

マイナンバーカード

国
の
方
針
を
、

　
　
　
今
後
見
極
め
て
い
く

新
法
施
行
後
は
、
短
期
保
険
証

　
世
帯
に
資
格
確
認
書
発
行
を

中尾　理明

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 （P ８）

森田　二郎 （P ９）

谷口　　貴 （P10）

山本　安雄 （P11）

川上　　守 （P12）

質 

問 

者
　６月議会定例会の一般質問は、６月14日に行われ、５人の
議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁は、質問を行った議員が要約して
掲載しています。

町
村
会
及
び
県
を
通
じ
要

望
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
の
３
月
、
高
知
県
本
山

町
に
、
防
衛
省
中
国
四
国

防
衛
局
に
よ
り
、
観
測
カ

メ
ラ
と
騒
音
測
定
器
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、

こ
う
し
た
国
の
動
き
が
、

県
内
で
も
促
進
さ
れ
る
よ

う
、
今
ま
で
以
上
に
機
会

あ
る
ご
と
に
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
に

鳥
取
県
が
、
外
務
省
及
び

防
衛
省
に
対
し
て
、
国
の

責
任
に
お
い
て
騒
音
測
定

器
を
設
置
す
る
こ
と
や
、

平
穏
な
暮
ら
し
を
脅
か
す

飛
行
訓
練
が
行
わ
れ
な
い

よ
う
、
要
望
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
も
、
鳥
取
県
か

ら
外
務
省
及
び
防
衛
省
に

対
し
て
、
同
じ
よ
う
に
要

望
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
国
の
動
向
に
期
待
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︿
そ
の
他
に
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
5

類
移
行
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。〉

マイナンバーカードリーダー
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影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
、
雨
に
よ
る

被
害
や
、
地
震
に
よ
り
家

屋
倒
壊
で
の
火
災
発
生
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

集
落
担
当
職
員
を
派
遣
し

て
、
避
難
所
の
開
設
、
運

営
等
、
実
践
に
近
い
訓
練

も
行
い
ま
し
た
。
地
震
発

生
の
場
合
、
個
人
や
家
族

の
判
断
と
行
動
が
大
切
で
、

自
助
、
共
助
を
啓
発
や
訓

練
を
通
じ
て
周
知
を
図
り

ま
す
。

　

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、

被
災
者
２
日
分
の
食
料
の

備
蓄
を
計
画
し
、
現
在
、

非
常
食
等
、
防
災
倉
庫
に

備
蓄
し
て
い
ま
す
。
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ド
リ
ー

ミ
ー
等
に
も
、
同
様
な
備

蓄
品
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

て
18
名
が
お
ら
れ
ま
す
。

役
場
で
は
７
名
が
資
格
を

有
し
て
い
ま
す
。

Q　

周
辺
の
町
が
大
き
な

被
害
を
受
け
、
町
外
か
ら

被
災
者
の
避
難
も
想
定
さ

れ
る
が
、
そ
の
場
合
の
備

え
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
鳥
取
県
並

び
に
鳥
取
県
内
全
市
町
村

は
、
平
成
８
年
に
、「
災

害
時
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
応
援
は
、
鳥
取
県
内

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町

境
に
隣
接
す
る
宍
粟
市
や

交
流
を
し
て
い
る
兵
庫
県

多
可
町
、
福
井
県
若
狭
町

と
も
同
様
の
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
様
々
な
課

題
や
問
題
意
識
を
共
有
し

な
が
ら
、
有
事
に
備
え
て

い
き
ま
す
。

︿
そ
の
他
に
、「
政
策
評
価
」

に
つ
い
て
昨
年
度
の
評
価

と
結
果
の
活
用
を
質
問
し

ま
し
た
。〉

防
災
に
関
す
る
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
町
民
に

対
し
、
繰
り
返
し
周
知
を

す
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
の
防
災
訓
練
は
、

９
月
10
日
（
日
）
に
予
定

し
、
避
難
所
の
運
営
訓
練
、

消
火
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q　

防
災
士
や
地
域
の
消

防
組
織
、
協
力
者
の
現
状

を
具
体
的
に
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
自
主
防
災

組
織
の
各
集
落
設
置
に
つ

い
て
、
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
現
在
、
30
集
落
が

設
置
し
て
い
ま
す
。
集
落

担
当
支
援
員
を
と
お
し
て
、

役
場
と
各
自
主
防
災
組
織

が
連
携
し
、
対
応
す
る
形

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A　
（
総
務
課
長
）
現
在
、

防
災
士
の
資
格
を
有
し
て

い
る
人
は
、
町
内
在
住
者

と
町
内
勤
務
者
を
合
わ
せ

Q　

今
後
30
年
の
間
に

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き

る
確
率
は
、
70
％
～
80
％

と
い
う
専
門
家
の
意
見
が

あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い

て
も
、
地
震
が
起
き
た
場

合
、
重
大
な
被
害
を
被
る

可
能
性
は
高
い
と
考
え
ま

す
。
今
後
、
防
災
訓
練
や

準
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

防災対策

計
画
的
備
蓄
や
実
践
に
近
い
訓
練
、

地
域
・
関
係
組
織
と
の
連
携
に
努
め
る

今
後
の
防
災
訓
練
や
準
備
は

森田　二郎

た
だ
、
食
料
等
は
、
個
人

で
準
備
を
し
て
も
ら
い
、

備
蓄
品
は
不
足
分
、
ま
た

は
、
長
期
化
し
た
場
合
の

準
備
品
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
に
つ
い
て
は
、

一
時
避
難
所
を
公
共
施
設

や
各
集
落
公
民
館
に
設
置

を
計
画
、
指
定
避
難
所
に

11
施
設
、
福
祉
避
難
所
に

３
施
設
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
指
定
避
難
所
は
役
場

職
員
が
、
福
祉
避
難
所
は

各
施
設
の
職
員
が
開
設
運

営
を
し
ま
す
。
一
時
避
難

所
は
、
自
治
会
や
自
主
防

災
組
織
に
運
営
等
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

一般質問Ｑ Ａ

車いすでの避難訓練
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新
た
な
取
組
も
行
っ
た
結

果
、
当
初
３
０
０
件
程
度

だ
っ
た
閲
覧
数
が
、
最
近

は
多
い
も
の
で
２
６
０
０

件
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若

桜
町
の
フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

移
住
定
住
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
通
じ
て
、
積
極
的
に
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

積
極
的
に
活
用
し
、
幅

広
い
世
代
へ
若
桜
の
魅

力
を
積
極
的
か
つ
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
情
報
発

信
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
日

は
本
来
休
館
日
で

す
が
、
移
住
定
住
・

交
流
セ
ン
タ
ー
を

開
館
し
て
、
相
談

受
付
を
行
い
ま
し

た
。
交
流
ス
ペ
ー

ス
を
休
憩
室
や
授

乳
室
と
し
て
も
開

放
し
、
お
子
様
連

れ
の
来
場
者
に
大

変
喜
ば
れ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
移

住
定
住
対
策
に
つ

い
て
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
物
件

の
動
画
投
稿
な
ど
、

一　般　質　問 Ａ
Q　

５
月
21
日
の
「
若
桜

の
春
色
ま
つ
り
」
で
、
約

３
５
０
０
名
の
来
場
が

あ
っ
た
と
若
桜
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
来
場
さ
れ
た
方

が
、
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
わ

ら
ず
、
再
度
若
桜
町
に
訪

れ
る
こ
と
や
、
移
住
に
つ

な
が
る
こ
と
な
ど
、
若
桜

の
魅
力
を
発
信
さ
れ
た
内

容
を
伺
い
ま
す
。

　
観光振興

住
民
全
体
で
町
を
盛
り
上
げ
て

 

い
く
と
い
う
取
組
を
始
め
た
い

若
桜
町
の
魅
力
発
信
を

谷口　貴

Q　

若
桜
町
へ
観
光
に
来

て
い
た
だ
く
た
め
、
若
桜

駅
か
ら
道
の
駅
ま
で
の
橋

や
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
な
ど
を
検
討
す

る
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
に
は

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
観
光
客
に
対
す
る

温
か
い
お
も
て
な
し
や
、

地
元
の
人
々
と
の
交
流
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
が
ま
だ
ま

だ
不
足
し
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
よ
り
良
い
観

光
体
験
を
さ
れ
、
良
い
土

産
話
を
聞
い
た
方
た
ち
が
、

若
桜
町
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
ソ

フ
ト
面
の
強
化
を
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
、
お
尋
ね

し
ま
す
。

A
（
町
長
）
先
日
、
観
光

協
会
の
窓
口
で
の
接
客
が

良
い
と
い
う
評
判
を
聞
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、

鬼
ヶ
城
や
岩
屋
堂
な
ど
へ

の
行
き
方
を
、
窓
口
で
懇

切
丁
寧
に
説
明
を
受
け
た

お
客
様
が
、
お
帰
り
の
際

に
、
ま
た
観
光
協
会
に
立

ち
寄
ら
れ
て
、
職
員
に
お

礼
を
言
わ
れ
た
と
か
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
で
来
町
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
の
御
高
齢
の

女
性
か
ら
、
英
語
で
御
礼

状
が
届
い
た
お
話
も
聞
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
窓

口
で
の
も
て
な
し
の
心
を
、

町
内
の
色
々
な
施
設
や
お

店
に
も
、
広
げ
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
に
つ
い

て
は
、
若
桜
宿
や
鬼
ヶ
城

を
案
内
す
る
「
若
桜
町
観

光
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
」
が
あ

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
若

桜
宿
で
「
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
」
の
保

存
と
活
用
を
図
る
た
め
に
、

住
民
組
織
の
立
ち
上
げ
を
、

準
備
し
て
い
ま
す
。
若
桜

宿
の
住
民
全
体
で
、
町
を

盛
り
上
げ
て
い
く
取
組
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

今年の「若桜の春色まつり」のようす
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Q　

プ
ラ
ン
の
実
施
体
制

に
沿
っ
た
※
「
26
条
会
議
」

の
開
催
や
、
中
止
さ
れ
て

い
る
エ
ゴ
マ
商
品
販
売
促

進
活
動
の
協
議
な
ど
、
町

の
積
極
的
な
関
わ
り
が
必

要
と
思
い
ま
す
。
所
見
を

伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
販
路
を
拡
大

し
、
生
産
意
欲
を
向
上
し

て
、
販
売
ま
で
の
環
境
づ

く
り
を
課
題
と
捉
え
、
関

係
者
で
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　

暫
定
的
に
指
定
管
理

期
間
を
９
月
ま
で
と
し
た

若
桜
町
観
光
開
発
事
業
団

に
つ
い
て
、「
運
営
体
制

を
改
め
る
」・「
責
任
の
所

在
を
明
確
に
す
る
」
と
報

告
が
あ
っ
た
。
事
業
団
か

ら
示
さ
れ
た
も
の
は
あ
っ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

Q　

本
町
が
、
平
成
29
年

２
月
に
策
定
し
た
「
が
ん

ば
る
地
域
プ
ラ
ン
」の「
エ

ゴ
マ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
に
つ
い
て
、
エ
ゴ

マ
生
産
面
積
は
目
標
の

34
％
、
エ
ゴ
マ
搾
油
量
は

目
標
の
16
・
1
％
、
ま
た
、

そ
れ
に
関
連
し
て
「
整
備

さ
れ
た
機
械
な
ど
の
利
用

状
況
も
低
調
で
あ
る
」
と

包
括
外
部
監
査
法
人
か
ら

県
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
県
の
支
援
内

容
、
支
援
体
制
の
見
直
し

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
本
町
が

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
実
施

し
て
い
る
事
業
で
す
。
県

と
共
に
、
原
因
の
分
析
と

課
題
や
対
応
策

に
つ
い
て
、
検

討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q　

各
年
の
成

果
、課
題
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、

対
応
さ
れ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
令

和
３
年
度
ま
で

の
５
年
間
、
事

業
実
施
要
綱
に

基
づ
き
、毎
年
実
施
状
況
、

課
題
、
対
応
策
を
検
討
し

な
が
ら
、
県
に
報
告
、
指

導
、
支
援
を
頂
き
実
践
し

て
き
ま
し
た
。
実
績
が
伸

び
悩
ん
だ
の
は
、
想
定
外

の
害
虫
、
鳥
の
被
害
、
苗

の
発
育
不
良
、
異
な
る
品

種
の
交
配
な
ど
が
原
因
で

す
。
ま
た
、
エ
ゴ
マ
搾
油

量
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
販
売
活
動
が

行
え
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
で
す
。

がんばる地域プラン

県
と
共
に
検
討
す
る

実
績
は
低
調
、
課
題
解
決
は

一　般　質　問Ｑ

山本　安雄

A
（
町
長
）
事
業
団
の
組

織
改
革
と
執
行
部
の
指
導

監
督
は
議
会
か
ら
求
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
４
月
か

ら
は
新
た
な
組
織
体
制
が

示
さ
れ
、
指
定
管
理
の
業

務
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

町
職
員
が
出
向
き
、
運
営

状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
、

指
導
監
督
を
し
て
い
ま
す
。

Q　

成
果
と
課
題
は
、
よ

り
具
体
的
な
事
業
計
画
に

よ
っ
て
見
出
せ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
所
見
を
伺
い

ま
す
。

A
（
町
長
）
定
め
ら
れ
た

期
間
、
施
設
運
営
が
し
っ

か
り
と
出
来
る
よ
う
に
指

導
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

※
「
26
条
会
議
」

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の

推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
25
年
法
律
１
０
１
号
）

第
1
項
に
基
づ
く
農
業
者

等
の
協
議

若桜町観光開発事業団

指
導
監
督
を
す
る

今
後
の
運
営
は

エゴマ商品販売促進活動協議の拠点
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こ
と
で
調
査
期
間
の
短
縮

や
、
現
地
立
会
等
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
と
期
待

し
ま
す
。
今
後
は
、
進
捗

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

境
界
の
確
定
が
で
き
ず
、

調
査
に
支
障
を
及
ぼ
す
場

合
は
、
※
２
「
筆
界
未
定

地
」
と
し
て
処
理
し
、
調

査
業
務
を
次
に
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
職

員
に
つ
い
て
も
、
研
修
等

に
よ
り
人
材
育
成
を
図
り

つ
つ
、
進
捗
状
況
に
応
じ

て
、
専
門
職
員
を
補
充
し
、

効
率
よ
く
円
滑
に
、
業
務

を
進
め
る
体
制
づ
く
り
を

考
え
て
い
ま
す
。

ン
シ
ン
グ
」
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
、
新
た
な
手
法

が
地
籍
調
査
に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
航

空
レ
ー
ザ
ー
測
量
成
果

を
、
活
用
し
た
「
森
林
境

界
明
確
化
事
業
」
を
実
施

す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

山
林
境
界
の
確
認
や
、
測

量
か
ら
得
ら
れ
る
成
果
を
、

地
籍
調
査
で
も
活
用
し
て
、

山
地
の
地
籍
調
査
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
急

峻
で
広
大
な
土
地
が
多
い

山
間
地
で
は
、
滑
落
事
故

や
危
険
生
物
と
の
遭
遇
等

の
リ
ス
ク
も
高
く
、
現
地

で
の
立
会
い
や
測
量
作
業

は
、
調
査
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
非
常
に
大
き
な

支
障
と
な
り
ま
す
。「
森

林
境
界
明
確
化
事
業
」
で

得
た
成
果
を
、
活
用
す
る

Q　

今
年
３
月
定
例
会
で
、

地
籍
調
査
の
進
捗
率
向
上

の
た
め
、
役
場
組
織
の
見

直
し
を
行
い
、
効
率
的
で

効
果
的
な
、
事
務
執
行
体

制
を
構
築
す
る
と
言
わ
れ
、

専
門
の
部
門
と
し
て
、「
地

籍
調
査
課
」
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
、
事
業
の
推
進
向

上
を
図
る
の
か
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
令
和
２
年
の

国
土
調
査
法
の
改
正
に
よ

り
、
※
１
「
リ
モ
ー
ト
セ

地籍調査

レ
ー
ザ
ー
測
量
の
結
果
を

　
活
用
し
、
人
材
育
成
を
図
る

ど
の
よ
う
に
、

　
事
業
の
推
進
向
上
を
図
る
の
か

川上　守

Q　

職
種
の
少
な
い
中
で
、

思
っ
た
仕
事
に
就
く
こ
と

が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
仕
事
は
町
外
に
出
て
、

生
活
は
町
内
で
、
と
い
う

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
状
況
下
で
、
通
勤
時

間
の
短
縮
、
通
勤
の
ス
ト

レ
ス
解
消
等
が
重
要
だ
と

考
え
て
ま
す
。「
第
10
次

若
桜
町
総
合
計
画
」
に
お

い
て
も
、
道
路
交
通
維
持

の
中
で
、
主
要
施
策
に
国

道
29
号
郡
家
地
内
や
、
鳥

取
市
内
の
通
勤
時
の
混
雑

を
解
消
す
る
た
め
、
関
係

自
治
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
関
係
機
関
へ
の
要
望

を
行
う
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
昨
年
の
７
月

19
日
に
、
中
国
地
方
整
備

局
の
道
路
部
長
及
び
、
建

通勤対策

国
へ
要
望
し
て

い
く

時
間
の
短
縮
・
ス
ト

レ
ス
解
消
が
重
要

設
専
門
官
と
対
面
で
、
津

ノ
井
バ
イ
パ
ス
全
線
の
４

車
線
化
に
つ
い
て
、
鳥
取

市
及
び
八
頭
町
と
と
も
に

要
望
を
し
ま
し
た
。
全
体

の
予
算
に
余
裕
が
な
い
な

か
、「
国
の
方
針
に
こ
の

国
道
29
号
事
業
が
、
合
致

す
る
時
に
、
い
つ
で
も
手

を
あ
げ
る
準
備
を
し
て
い

き
た
い
」
と
、
言
葉
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

追
越
し
区
間
の
設
置
の
声

が
、
町
民
の
方
か
ら
上
が

れ
ば
検
討
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

※
１　

航
空
機
か
ら
電
磁

波
を
用
い
て
、
地
表
の

デ
ー
タ
や
画
像
を
獲
得
伝

送
し
、
解
析
す
る
こ
と

※
２　

境
界
が
決
ま
ら
な

い
ま
ま
処
理
さ
れ
た
土
地

Ｑ 一般質問 Ａ

新設された地籍調査課
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総務産業教育民生常任委員会報告（抜粋）

　　第４回　　４月19日　水曜日第４回　　４月５日　水曜日

　「リンピアいなば」は、鳥取県東部広域

行政管理組合の事業主体で、鳥取県東部1

市4町（鳥取市･岩美町・智頭町・若桜町・

八頭町）の広域的な可燃物処理施設とし

て、令和元年８月に工事着工し、令和５

年３月に竣工を迎えた。

　施設は、実績が豊富で信頼性の高い高

性能ストーカー式焼却炉を採用し、最大

240トン/日、年間約58,000トンのごみを安全で

安定的に処理する事ができ、排ガス処理設備におい

ても最新技術を導入し、万全な環境保全対策を講じ

ている。また、ごみを焼却した熱を利用し、一般

家庭約１万世帯分（最大168,000キロワット/日）

の発電を行うとともに、震度７の地震でも倒壊しな

い堅牢な建物であるため、避難所としても利用する

ことができる。

　施設案内を受けながら説明を聞き、最新で大規

模な設備を視察した。今後のごみ問題、環境問題

に対応するために建設された施設が、効果的に稼

働することを期待したい。

鳥取県東部広域行政管理組合可燃物処理施設
『リンピアいなば』視察報告

月例常任委員会月例常任委員会

安全対策も考慮された広いスペースのゴミ搬入口

大量のごみを処理できる設備

施設内の説明を受けながら視察

わかさ議会だより　No183　令和５年８月
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　　第４回　　４月19日　水曜日第５回　　４月25日　火曜日　つづき

総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

　 質疑 　地方創生推進交付金で、若桜鉄道の車両修理に使える経費はないか。

　 回答 　観光面で使える経費を模索中。

○経済産業課　 議案説明

　若桜町使用料徴収条例の一部改正

　氷ノ山高原の宿氷太くんの設置及び

　　管理に関する条例の一部改正

　工事請負契約の締結（氷ノ山グラウンド造成工事）

　　　※詳細は４ページ

　 説明・報告 　若桜町観光開発事業団

　・ 労働局HPで「雇用関係助成金を不正に受給した事業主」として公表された。財団は再度（２回目）

質問状を提出。

　 説明・報告 　 公の施設の指定管理者の再公募の手続き（高原の宿氷太くん、町営スキー場施設、

若桜町索道事業、若桜町道の駅）

　・ 指定期間は、令和５年10月１日から令和９年３月31日（３年６カ月間）公募の書類提出期限は、

令和５年６月15日（木）正午。

　 説明・報告 　「M&C鳥取水力発電（株）」との包括連携に関する協定書の締結

　・ 協定内容は、令和４年６月に三朝町がおこなった包括連携に関する協定を参考にした。締結は、

令和５年５月頃を予定。

○福祉保健課　 議案説明

　令和５年度若桜町一般会計補正予算

　新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化補助金

　子育て世帯生活支援特別給付金事業

　原油価格高騰に係る生活困窮世帯支援事業

17ページへ続く

整備が始まった氷ノ山グラウンド
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　　第４回　　４月19日　水曜日第５回　　４月25日　火曜日

総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

定例常任委員会定例常任委員会
■４月臨時会上程予定の議案

○総務課　 議案説明

　令和４年度若桜町一般会計補正予算　

　令和５年度若桜町一般会計補正予算

　早期退職希望者の募集及び認定に関する条例の一部改正

　若桜町固定資産評価員の選任

○地域整備課　 議案説明

　社会資本整備総合交付金･臨時道路除雪事業費補助金

　道路維持費

　若桜町道路占用料徴収条例の一部改正

○企画政策課　 議案説明

　地方創生推進交付金

　 説明・報告 　企画費

　・ ふるさと納税の経費で、「若桜鉄道列車缶（昭和号デザイン）」

を作成した。

　・ ロット：3000個（エゴマクッキー入り：500個、缶のみ2500個）

一部は、販売。缶のみのものは、業者が缶に商品を入れ販売。

　・ 繰越明許費　移住定住促進事業（令和４年）について、新

築の申請が２件あったが、年度内に資材の関係等で完成できなかったため、繰越となった。

　 質疑 　「若桜鉄道列車缶」のデザインは、昭和号のみか。

　 回答 　令和５年度は、昭和号のみ。

　 質疑 　八頭町と合同で立ち上げている、若桜鉄道対策室で協議して、今回の件は決めたのか。

　 回答 　 八頭町と若桜町で２年毎に交代して協議会を持ち回りしていて、現在は若桜町にあり、

今回、協議した結果、八頭町は「鉄道カレー」、若桜町は「若桜鉄道列車缶」で取り組む

ことにした。

13ページの続き

若桜鉄道列車缶
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

第６回　　６月５日　月曜日　つづき
○福祉保健課　議案説明

　令和５年度一般会計補正予算

　・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

　・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金

　・地域福祉センター管理事業

　・生活保護総務費

　・新型コロナウイルス対策事業

○町民課　 議案説明

　令和５年度一般会計補正予算

　・ねんりんピック事業（実行委員会への補助金）

　 質疑 　 ねんりんピックについての町の取組が

　　　　　周知されていない。

　 回答 　実行委員会を設置し、準備中。

○税務課　 議案説明

　令和５年度一般会計補正予算（町税過誤納還付金）

　若桜町税条例の一部改正（軽自動車関係・たばこ税関系）

　若桜町国民健康保険税条例の一部改正（課税限度額・軽減判定所得の引き上げ）

　若桜町税条例の一部改正（町民税関係）

　固定資産評価審査委員（人事案件）

○企画政策課　 議案説明

　令和５年度一般会計補正予算

　・ 訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業

補助金

　・地域間交流事業

　・移住定住促進事業

　・若桜鉄道対策事業

　・若桜町総合整備計画の変更（辺地人口・事業額・辺地債予定額）

　・若桜町過疎地域持続的発展計画の変更（施設名・事業内容）

19ページへ続く

地域間交流事業に活用した特産品セット

ねんりんピック若桜会場は
健康マージャン
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　　第４回　　４月19日　水曜日第６回　　６月５日　月曜日

総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

定例常任委員会定例常任委員会
■6月議会上程予定の議案
○総務課　 議案説明

　令和５年度一般会計補正予算

　 説明・報告 　 若桜町被災者住宅再建等支援事業助成条例の一部改正

　・ 自然災害により住宅に著しい被害を受けた地域において、被災者が被災前の活力を取り戻し、

地域の維持･再生に資するため、知事と参加市町村が協議して指定したもので、被災地域の

住宅再建支援を行う制度。

　 説明・報告 　 若桜町防災行政無線（同報系及び移動系）設

置及び管理運用に関する条例の一部改正

　・ 名称の修正　「個別受信機」を「戸別受信機」に改める。

　・ 設置箇所の追加　デジタル化に伴い、電波の到達範囲を改

善し不感地帯の解消を図るため、基地局整備や移動局設備

を増設。（基地局設備は、三倉を撤去し、諸鹿、吉川、𣇃米、

小船を追加）

　 質疑 　 新町宅地造成については分譲だけで検討しているの

か。また、若者向けのアパート的な建物を建設する

考えはないのか。

　 回答 　今は考えていない。

　 質疑 　役場庁舎の雨漏り修理内容は。

　 回答 　 議場と議員控え室の間付近を修理する。また、経済産業課など疑いのあるところから修理

する予定。

○教育委員会事務局　 議案説明

　令和５年度一般会計補正予算

　・文化財保護費

　・たくみの館管理

　・八幡広場管理

　 質疑 　 当初予算の審査でも意見したが、不動院岩屋堂

の柵が傾いているが、その後、対応されている

のか。

　 回答 　早速に確認して対応していきたい。

14ページの続き

吉川の基地局

岩屋堂の柵
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第７回　　６月6日　火曜日

総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

定例常任委員会定例常任委員会
■6月議会上程予定の議案

○経済産業課

　 説明・報告 　 若桜町観光開発事業団の指定管理の運営状況

　・主な組織体制の見直しを行った。　

　・ 令和５年４月、５月の利用状況は、徐々にコロナ前の状況に戻りつつある。学校関係の予約は、

６月以降秋まで満員状態。

　・ 事業計画に基づく具体策の検討を行う。その他、担当課による施設の管理方法の確認及び現状

確認の強化を行う。

　・雇用調整助成金の不正受給については、故意かどうかを調査委員会で確認中。

　　第３回目の質問状を５月末に労務局へ提出して、回答期限は、６月中となっている。

　・６月15日期限で、指定管理の現地説明を行っている。現在、５社の申込みがある。

　 要望 　区切りがついた時点で町民に説明責任を果していただきたい。

　　　　　多額の投資で建設した木質バイオマス炉の利用を再開していただきたい。

　 報告 　アロイ工業について

　　・令和４年12月末の契約更新を行わなかった。

　　・ 令和５年３月末までに撤去予定だったが、撤去を完了できなかったため、令和５年８月末まで

に撤去予定。使用料は、月払いで支払っていただいている。

（２）地域整備課　

　 報告 　　新町造成地について

　　・ 住宅の区画について、議員の

意見を確認したい。

ET

八東川

国
道
29
号

AS

AS

AS

AS

5 10 200

(若桜さくらの里建設工事中)

至
鳥
取

(民家)

新町造成地（イメージ）
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第６回　　６月５日　月曜日　つづき

総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

○地域整備課　 議案説明

　令和５年度一般会計補正予算

　・社会資本整備総合補助金

　・町道整備事業（辺地対策事業）

　・合併処理浄化槽設置整備事業

　令和５年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算

　令和５年度若桜町公共下水事業特別会計補正予算

○経済産業課　 議案説明

　令和５年度一般会計補正予算

　・しっかり守る農林基盤交付金（センチピート）

　・キャンプ場等管理事業（通信基盤費）

　・農業用施設改良事業（センチピート）

　 質疑 　キャンプ場トイレ改修の状況は。

　 回答 　 ４ 箇 所 を 改 修 予 定 で、 県 の 許 可 が 出 た の で

２箇所取りかかる。

　 質疑 　 テントサイトが狭いと聞いていたがその後の対策は。

　 回答 　 ２区画を併せて貸し出して対応している。改修

は行っていない。

　 質疑 　バンガローの対策は。

　 回答 　 電気容量が少ない。容量を増やす改修を検討中。

管理棟にシャワー室が４室しかないため、ゴー

ルデンウイーク中、利用客が、『ふれあいの湯』

に詰め掛けて満員になった。今後、問題点を検討。

　 質疑 　 登山客のキャンプ場駐車場利用は今後どうなるの

か。

　 回答 　原則キャンプ場利用客のみが利用可。

16ページの続き

キャンプ場　シャワー室

キャンプ場　トイレ
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☆最高33点　☆最低23点　平均27.8点（40点満点中）
（昨年度　☆最高31点　最低22点　平均27.4点）

点　　　数　　　

　　　質　　問

4
　
よ
く
で
き
た

3
　
で
き
た

2
　
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い

1
　
ま
っ
た
く
で
き
な
か
っ
た

平
　
　
均
　
　
点

1 町民の信頼に値する高い倫理観に徹し、品格と見識を養い、
清廉潔白な言動に努めたか。

0 
(0)

8 
(8)

0 
(1)

1 
(0)

2.8 
(2.9)

2 政治活動において、議員の職責を逸脱しないよう努めたか。 1 
(0)

7 
(9)

1 
(0)

0 
(0)

3.0 
(3.0)

3 自主的に研修に努め、見識を高めたか。 0 
(0)

3 
(1)

5 
(8)

1 
(0)

2.2 
(2.1)

4 個別な事案の解決だけでなく、町民全体の福祉の向上を目
指し活動できたか。

1 
(0)

4 
(6)

3 
(3)

1 
(0)

2.6 
(2.6)

5 議会審議において、議員と町長等執行部機関及びその職員
との関係は、緊張感の保持に努めたか。

2 
(1)

4 
(6)

3 
(2)

0 
(0)

2.9 
(2.9)

6 議会が言論の府であること及び合議制機関であることを十
分に認識し、積極的に意見を述べたか。

2 
(1)

5 
(6)

1 
(2)

1 
(0)

2.9 
(2.9)

7 政策立案能力を高め、政策の提言、提案の拡大に努めたか。 1 
(1)

4 
(4)

4 
(5)

1 
(0)

2.3 
(2.5)

8 自分の職責である仕事を他に転嫁せず、自らが責任をとる
という態度で行動できたか。

3 
(1)

5 
(6)

1 
(2)

0 
(0)

3.2 
(2.9)

9 職務に関する新しい知識や情報に強い関心を持ち、日頃か
ら広く情報を収集し、活用できたか。

0 
(0)

7 
(7)

2 
(2)

0 
(0)

2.8 
(2.8)

10 自己中心的な言動によって同僚議員との信頼関係を損なわ
ないよう、良好な雰囲気づくりに努めたか。

2 
(1)

6 
(6)

1 
(1)

0 
(1)

3.1 
(2.8)

合　計　（最高 40点） 27.8 
(27.4)

※議員個々で自己評価したものです。� （単位：人数。（　）内は前年数値）

令和４年度議会基本条例に基づく議員検証結果　令和５年３月検証実施
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　若桜町議会基本条例は、「若桜町議会議員政治倫理に関する決議」に基づき、議会

運営及び議員に係る基本事項を定め、活力ある豊かな地域づくりと町民の福祉向上

に資することを目的として平成21年９月に制定されました。この検証は、同条例第

18条（※）の規定により、令和３年度同様、令和４年度も議員倫理などをはじめ議

員力の向上や議員の自己改革促進を重視した10の評価項目に対し、自己評価を実施

したものです。併せて、「議会活動・議員活動・日頃感じていること」を各自が議長

に提出し、議員の資質向上のため議会改革調査特別委員会において協議を積み重ね、

議会全体としての共通認識を深めてきたところです。検証の結果を議長の総評によ

りまとめましたのでお知らせします。

　（※）第18条　議会は、毎年議会運営及び議員活動がこの条例に即しているか、検証しなければならない。

議会基本条例に基づく検証について議会基本条例に基づく検証について

検証結果について
　令和４年度の平均点数は27.8点で、令和３年度の27.4点と対比して0.3ポイント高
くなり、平均点を上回る議員が５名あった。また、個人の合計点数は、昨年度と比較し
て２点以上上昇した議員が４名、１点以上下降した議員が１名いる。さらに、質問項目
においては、今年度平均点と前年度平均点を比較したところ、問３、問８、問10におい
て平均点がすべて上昇、問１、問７は下降した。他の問いについては同じ数値であった。

　検証総括　 若桜町議会議長　山根政彦　

　このたびの検証を通じ、二元代表制の一翼を担う議会として、行政監視機能に加え、
政策立案機能の強化に取り組むことの重要性について、改めて考えることができたこと
は、今後につながる大きな前進だと思います。
　議会基本条例は議会における最高規範であり、さらに町民の負託に応えられる議会と
なるためには、今回の検証で得た課題を全議員が共有し、今後も定期的な検証を行いな
がら、議会改革を行う必要があります。

わかさ議会だより　No183　令和５年８月
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・�人口減少、財政事情等を考慮すると定数は７～８名とし、議員報酬アップの原資の一部としては
どうか。
・�町民一人当たりの議会費を見ると年々多くなっている事から考え、報酬削減、定数削減のいずれか
になるが、報酬は県下で一番少ないため削減は考えられないので、定数１人減の９人が望ましい。
・�人口減少がきびしい中、議会運営もきびしいものがあると思う。2,800人程度の人口なので、議
員定数も10人から８人にするのは妥当だと思う。
　女性の議員が皆無なので若桜町での女性の地位を高める政策を出してほしい。
・若桜町の人口減少（有権者数も含め）を考えたら議員定数を減らしてよい。無投票はよくない。
・議員定数削減に賛成。全国の状況や人口比等考えると８人が適当と思う。
　�議会の機能は重要であり、民意を適切に反映しながら充実・強化し、効率的に活動し役割を果た
して欲しい。又、数も重要だが、一人ひとりの議員としての質を向上させて欲しい。資質と能力
向上することが最重要。

２．議員定数はそのまま
・�十人十色と言われるように、10人で様々な視点から意見を出し合い、それぞれの意見を尊重しな
がら、誰かの意見を多数決で採用するのではなく、一意見を中心に、その他の意見を取り入れな
がら、より町民のためになるような意見に高めて、まとめることをしてほしい。
・�選挙立候補者の定数割れが問題だが、定数は現在の10人が住民の意見反映には望ましい。
・�議員の無投票、定数割れは、人口の減少とは直接関係ないと思う。問題は、現状をどのように変
えていくかという事だと思う。
・�「人口減少で議員の成り手が少ないので議員定数を減らす」という理屈なら、今後益々人口減少が
進む状況に於いては、例え一時定数を減らしたとしても、更に議員定数を減らさなければならな
くなるのではないでしょうか。
・�議会は多くの町民の意見を反映すべきであり、現状の10名が妥当と考えると共に、他町との状況
比較等は条件が異なる為不要であり無意味である。
・現定数10人、又は、それ以上であれば立候補を考える者が出ることが期待できる。

３．議員定数増が望ましい
・�報酬削減し、増員する。15名程度（生活の主収入にならないように）少数になると考え方が片寄っ
てしまい、多様性がなくなってしまう。
・�議員定数を大幅に増員し、議会を活性化する。具体的には16人（８人×２委員会）とし、議員報
酬は総額が増えないように減額する。

４．どちらでもない
・�人口と議員定数は必ずしも比例しない。安易に定数を減らすのはどうかと思う。とはいっても、
議会の効率的な運営はもちろん大切なことなので、議員定数を減らしても、これら議会に求めら
れる役割を果たすことができるというのなら、それがいい。
　　
◆�今回、「定数削減」の決定をするにあたり、昨年10月から議会改革調査特別委員会を５回開催し、
議員間で「協議・検討」、「意見交換」等を行ってきました。
　�また、上記のように多くの住民の方からご意見をいただき、議員の考え方や皆様のご意見の内容、
そして現在の議会運営の状況など、これらを考慮した結果、議会の総意として定数削減を決定し
ました。
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22



期　　　　　　　間 定　　数

平成１４年３月８日まで １６名

平成１４年３月９日から平成１８年３月８日まで １４名

平成１８年３月９日から現在に至る １０名

※平成16年12月議会において条例改正を行い、現在の定数になった。

〇 定数の推移〇 定数の推移

〇 議員の考え方〇 議員の考え方

〇 住民のご意見〇 住民のご意見

意　　見：議員定数を２人削減し、８人とする。� ６人／９人中　　　　　
主な理由・人口の減少等による無投票、定数割れを回避するため、定数は８人が望ましい。
　　　　・�現在、常任委員会を１つにして全員参加で効率よく審査、調査ができている現状

から、８人に削減しても問題ないと考える。

意　　見：議員定数を増やして、10人以上とする。� １人／９人中　　　　　
主な理由・�民主主義の観点からすると、議員定数は減らすべきではない。多数の意見をなる

べく反映できるよう増員を検討すべきである。

意　　見：現行議員定数を維持する。(10名)� ２人／９人中　　　　　
主な理由・�多様な町民の声を町政に反映する上で、10人の定数は必要であり、議員定数を削

減する必要はないと考える。

１．議員定数削減が望ましい
・人口の減少により現行の10名は多いので、６名でいいと思う。
　�先ず、議員の皆さんが自分で視察・講演会・講座等に積極的に参加して資質向上を図り、
次の議員報酬アップに向けた努力をすべきと思う。

・�町民の数が減っているので、代表となる議員の定数を減らすのは理にかなっていると思う。
町議会議員の定員割れや無投票当選で議員になる人が民意を反映して任期を務める覚悟を
お持ちであるかを有権者は判断できない。

議員定数　次期一般選挙から８名へ議員定数　次期一般選挙から８名へ
６月定例会にて可決６月定例会にて可決

「若桜町議会　議員定数の見直しについてのご意見募集」の概要
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「故郷を離れて」

西
にし

川
かわ

　小
こ

雪
ゆき

さん（屋堂羅）

　　私はこの春から故郷若桜町を離れ、静岡の大学に通っています。都市部での暮らしへ
の憧れを抱く中、ようやく叶った県外での生活は毎日新しい発見の連続で、今後の生活
へ期待に胸を膨らまさずにはいられません。
　ふと思い返してみると、商業・娯楽施設や交通機関の充実した街が輝いて見えた幼い
頃を思い出します。幼いながら地元では決して見ることのできない景色に憧れを募らせ
てばかりで、将来の夢もこうした憧れを基にしたものとなりました。
　しかしながら、私にとって今でも若桜学園で過ごした日々に勝るものはありません。
常に共に励む友達や生徒一人ひとりに目を向けてくださる先生方、温かく声をかけてく
ださる町の方に囲まれて育った経験はかけがえのないもので、町外での生活を経ること
が改めて若桜町に感謝するきっかけとなりました。
　都会にあって田舎にないものがあるように、田舎にあって都会にないものもあります。
当たり前のことではありますが、決して忘れてはいけないことです。どちらにも良さが
あるからこそ、若桜町に残ること、町外へ旅立つこと、どちらも故郷を勇気づける素敵
な選択だと感じます。
　私は、生まれ育った場所が若桜町で良かったと心から思っています。これまで得た知
識や経験、さらに成長する上で頂いた手厚い支援は、他の場所では決して得られないも
のでした。これからも故郷への感謝を胸に、目標に向かって全力で努めます。本当にあ
りがとうございました。

このコーナーでは、令和５年３月に高校卒業され、それぞれの旅立ちを迎えられ
た皆さんからのご要望や率直な意見、若桜への想いを紹介させていただきます。

わかさ議会だより　No183　令和５年８月

24


